
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)学校教育環境の

整備 

  小・中学校の統廃合について
は、地域住民との協議を経て

２校が統合されました。また、

耐震化など学校施設の整備や

ＩＣＴ化など教育環境の充実

を図ってきました。 

 学校規模の適正化を検討し、そ
れに併せて学校施設の整備・改

修を図っていく必要がありま

す。 

 学習指導要領の改訂等に対応
した教材・教具を整備し、学

校教育の環境水準を維持して

いくことが必要です。 

 地域との連携を図り、地域に
根ざした学校、子どもたちが

安全に活動できる特色ある学

校づくりが求められています。 

  地域住民とともに、学校規模の
適正化を検討し、それに併せて

学校施設、設備の計画的な整備

改修を図ります。 
 学校運営への地域住民の参加や
地域の教育資源の効果的な活用

など、家庭・地域・学校が協働

して子どもたちを育む環境づく

りを進めます。 

 ①学校統廃合の方向性の検討 
地域の実情を踏まえ住民参画のも

とで統廃合について検討します。 

 住民の役割  学校給食施設の整備状況 

（％）     学校教育に積極的にか

かわります。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

      ７１.０ １００ 

   ②学校施設の整備 
日常的な修繕のほか、災害時の対策

等、施設維持管理に努めます。 

 事業者の役割  学校評価アンケートで、

小・中学校の教育について

「満足」「やや満足」と回答

した保護者の割合（％） 

    学校教育活動に参画し

ます。 
 

     
      
   ③学校の安全強化 

定期的な防犯・防災教育や地域住民

との連携により安全強化を図ります。 

   現況値(H23) 目標値(H28) 

      ８５.８ ９０.０ 

      小・中学校図書館図書標準

達成率（％）        
   ④教育環境の充実 

各教材備品や図書等を整備し学習

環境の充実に努めます。 

   実績値(H22) 目標値(H28) 

      ５７.０ １００ 

      小・中学校１校あたりで、

体験学習等の外部人材活用

延べ人数（人） 

       
   ⑤学校給食施設の整備 

中学校給食の実施や老朽化した学

校給食施設の整備を検討します。 

   
      現況値(H23) 目標値(H28) 

         ７９.８ １００ 

            

      ⑥地域と連携する学校運営の確立 
地域ぐるみで子どもたちを育む環

境づくりを推進します。 

     

           

           

 
  

第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

１ 学校と地域の結びつきを深め、教育環境を充実する 

第1節 学校教育を充実し、次世代を育てる 

学校規模の適正化を進めながら、学校施設設備の計画的な整備を図ります。また、学校運営への

地域住民の参加や地域の教育資源の効果的な活用など、家庭・地域・学校が協働して子ども達を育

む環境づくりを進めます。地域課題や社会環境変化に対応する教育内容の強化を図るほか、確かな

学力の向上と生きる力、豊かな人間性を育む教育を進め、心身ともに健康な子ども達を育てます。

町内高等学校の特色化、維持と充実に努めるとともに、高等教育機関等と地域との連携を強化しま

す。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
２)学校教育内容の

充実 

  『学力・体力・判断力アップ
事業』『夢づくり事業』を核と

して、各学校独自の取り組み

や課題解決に向けた教職員の

研修を推進するとともに、学

校支援員を配置し、基礎学力

の向上を図っています。子ど

もたちの生きる力をより高め

る取り組みを進めることが課

題となっています。 
 中学校での英語授業の補助や
小学校での外国語活動の補助

を行い、児童生徒の英語能力

向上を図るとともに、国際交

流および国際理解を推進して

います。 
 福祉関係機関および県立支援
学校との連携を図り、就学指

導の充実を図っています。今

後は、すべての子どもたちに

通じる特別支援教育の充実を

図ることが課題となっていま

す。 

  確かな学力、確かな体力、確か
な判断力の育成を基本に、地域

の資源を活かしながら学校教育

の充実を進めていきます。その

ため、『学力・体力・判断力アッ

プ事業』を中心に、教職員の指

導力の向上と関係機関との連携

を強化します。 
 保護者や地域住民の意向を反映
する信頼される学校づくりをめ

ざします。そのため、『夢づくり

事業』を中心に、教育課程への

地域人材活用や児童生徒の地域

行事等への参画を推進します。 
 保健福祉課との連携機関『はぐ
くみ会』を中心に、保育所と小・

中学校との連携を強化し、就学

前および義務教育修了後の支

援、障害をもつ児童生徒への継

続的な支援を図ります。 

 ①確かな力の向上 
心技体の調和のとれた子どもの育

成のため学校教育の充実に努めます。 

 住民の役割  
全国学力学習状況調査結果     学校教育に積極的にかか

わります。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

      
全国水準 

全国水準を

維持する    ②新たな教育課題への対応 
時代に応じた授業内容や学習環境

の整備に努めます。 

 事業者の役割  
    職業体験学習などの学校

教育活動に参画します。 
 学校１校あたりの年間校内

研修〔授業研修〕実施回数

（回） 

     
      
   ③地域の特色を生かした教育 

豊かな自然環境や学習施設を生か

した教育を推進します。 

   現況値(H23) 目標値(H28) 

      ６.７ １０ 

      小学生の体力運動能力調査

結果（８種目合計） 
※全国平均を５０とする 

       
   ④障害児等教育の充実 

障害のある児童生徒に対して、関係

機関と連携し、個々に応じた指導が受

けられるよう、適切な教育的支援を進

めます。 

   
      実績値(H22) 目標値(H28) 

      ５１.３ ５３ 

      中学生の体力運動能力調査

結果（８種目合計） 
※全国平均を５０とする 

      
       
   ⑤道徳教育、人権教育の充実 

先進的効果的な実践を参考に道徳

教育の推進と人権教育を推進します。 

   実績値(H22) 目標値(H28) 

      ５２.９ ５４ 

      ＡＬＴの小学校外国語活動

(週当たり１時間)への指導

充足率（％） 
※ＡＬＴとは、外国語指導助手

のこと。 

       
   ⑥教職員の指導力の向上 

教職員の研究体制の組織化と学校

教育指導主事の設置により指導力の

向上に努めます。 

   
         
         
         現況値(H23) 目標値(H28) 

          ５０.０ ７０.０ 
 

  

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
３)通学環境の整備   子ども見守り隊、声かけ運動

など、地域の住民とともに、

地域ぐるみで見守りを行って

います。 
 児童生徒送迎のためのスクー
ルバスは生徒数の推移に伴

い、毎年コース・乗降場所を

変更し、利用しやすく安全な

運行に努めています。 
 登校時の安全確保はボランテ
ィアや学校関係者による見守

りで安全確保されています

が、下校時については地域や

学校と連携し、さらなる安全

確保に努める必要があります。 

  安全・安心な通学環境を確保で
きるように教育委員会と学校、

家庭、地域の連携を図り、歩道

整備や子どもたちの見守り活動

を推進します。 
 地域の実情に応じてスクールバ
スを運行し、児童生徒の負担軽

減と安全な通学の確保に努めま

す。 

 ①通学路の安全確保 
各小・中学校において登下校時の安

全確保のため通学路の安全指導に取

り組みます。 

 住民の役割  子どもの見守りなどを行っ

ている団体の参加人数（人）     登下校時の見守りなどを

行います。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     １１１ １５０ 

     事業者の役割  「かけこみ１１０番の家」

（きしゅう君の家）の登録

数（軒） 

   ②地域ぐるみの見守り 

各小・中学校のＰＴＡや地域、学校

が連携し、声かけ運動など見守り活動

を行います。 

 子どもへのあいさつ運動

や見守り活動に積極的に

参画します。また「かけ

こみ１１０番の家」（きし

ゅう君の家）として協力

します。 

 
     
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     １１２ １２０ 

        
   ③スクールバスの運行 

車両の老朽化や運転手の確保、児童

生徒数の推移を考慮したスクールバ

ス購入など、より良い運行環境に努め

ます。 

   
       
       
 
 

 
 

 
 

    

           
     
４)健康な児童･生徒

の育成 

  スクールカウンセラーを配置
し、相談体制の充実を図って

います。 
 小・中学校での体力テストや
医師会の協力を得た健康診断

を継続して実施しています。 
 視力の低下や高学年での歯周
病が目立ち、より一層の充実

した検診や相談体制を整え、

早期発見、早期治療が課題と

なっています。 

  心身ともに健康な子どもたちを
育てるために、スクールカウン

セラーの配置を継続し相談体制

の充実を図ります。 
 検診を通じた健康管理と、総合
的な学習の時間や学校給食を通

じ食への関心を高める指導を推

進します。 

 ①相談体制の充実 
スクールカウンセラーを配置し学

校の相談体制を充実します。 

 住民の役割  中学３年生１人当たりが持

っている虫歯の数（本）     家庭における子どもの健

康管理に努めます。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

      １.２３ ０.７ 

   ②健康管理の強化 
定期的な健康診断や体力テストの

結果による指導を行います。 

 事業者の役割  中学生における眼鏡・コン

タクトレンズ使用者率（％）     学校や家庭と連携し、健

康づくり活動に積極的に

参画します。 

 
     実績値(H22) 目標値(H28) 

      ３５.０ ３０.０ 

   ③食育の推進 
食に関する正しい知識と望ましい

食習慣を身につけることができるよ

う食育を推進します。 

   スクールカウンセラーへの

相談件数（件）  
 

 
 

 
 

 
 

  
実績値(H22) 目標値(H28) 

       
 

  １３３ １５０ 

   

            

           
 
  

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
５)高等教育機関等

との連携 

  へき地学校実習の受け入れや
宿泊合宿などを通じて大学と

の交流が行われています。ま

た、みさと天文台と外部研究

機関との交流も行われていま

す。 
 町内高等学校等への支援や交
流を実施してきました。今後

は、地域共育コミュニティの

一員として、ボランティア活

動等地域に根ざした活動を図

る必要があります。 

  町外の高等教育機関、研究機関、
企業等との交流機会の創出を図

ります。 
 町内高等学校等と住民の交流を
促進し、地域の活性化を図りま

す。 

 ①町内高等学校等との連携 
ボランティア活動の参加や地域と

の交流等を促進し、学校と地域との連

携を進めます。 

 住民の役割  町内高等学校生徒のボラン

ティア活動等の実施回数

（回） 

    交流イベント等へ参加し

ます。 
 

     
     実績値(H22) 目標値(H28) 

     事業者の役割  ３３ ４０ 

   ②高等教育機関等との連携 
大学等の教育研究機関と連携し、体

験学習や情報交換等を推進します。 

 学校教育活動への支援を

行います。 
 体験学習や情報交換の実施

回数（回） 

現況値(H23) 目標値(H28) 

  ６ １０ 

         

         

       

       

 
  

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)青少年育成推進

体制の強化 

  青少年を地域ぐるみで育てる
体制として、青少年育成町民

会議、青少年育成委員会、地

域活動連絡協議会などを中心

に青少年健全育成に取り組ん

でいます。しかし、近年、こ

の育成活動の必要性が地域全

体に周知されにくいことや、

指導者の担い手不足が大きな

課題となっています。 
 学校、民生委員・児童委員や
関係機関等と連携しながら、

青少年の相談体制を充実さ

せ、問題の早期発見に向けて

取り組んでいます。 

  青少年の健全育成をめざし、関
係機関・団体、地域、家庭との

連携強化のもと、育成活動の意

義と重要性の周知に努め、人材

の育成や各種団体への支援を図

ります。 
 青少年のさまざまな問題に的確
に対応するため、学校、家庭、

地域が連携しながら、相談・指

導体制の充実に努めます。 

 
 

①青少年育成組織の強化 
幅広い年齢層の少年補導員を育成

し、研修等を活用し青少年育成活動の

必要性を再確認し、青少年育成組織の

強化を図ります。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

青少年の育成活動に「満足」

「やや満足」と回答した人

の割合（％） 

親や教師に次ぐ「第三の

保護者」である地域の大

人として、青少年健全育

成に参画します。 

     
     
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     事業者の役割  １３.０ 2０.０ 

   ②相談体制の充実 
学校や地域と連携し、情報の共有や

青少年相談体制を充実させ、問題の早

期発見、対応に努めます。 

 次世代を担う青少年の自

立支援を図るため、学校

などと連携し、職場体験

や青少年の健全育成の環

境づくりを支えます。 

 青少年に関する相談件数

（件）      
     実績値(H22) 目標値(H28) 

     ５ １０ 

        

        

        
        

 
 

          

２)青少年育成活動

の充実 

  地域活動クラブ、みどりの少
年団等を支援し、社会参加を

促進しました。 
 各団体の活動に参加していな
い層の掘り起こしが課題とな

っています。 
 声かけ運動、補導活動、啓発
活動など、青少年の非行防止

を推進しており、引き続き、

青少年が安全で安心して活動

できるよう各種の健全育成活

動に取り組む必要があります。 

  地域活動クラブ、ジュニアリー
ダーズクラブ、みどりの少年団

など各種団体の活動支援や活動

に対するニーズ把握を行い、青

少年の地域づくり活動への参画

を進めます。 
 青少年団体や関係機関などと連
携し、地域ぐるみでの青少年の

安全対策と非行防止活動を推進

します。 

 ①社会参加・交流機会の拡充 
社会性を養うボランティア活動や

世代間交流を目的としたイベント活

動を支援します。 

 住民の役割  青少年に関する大規模なイ

ベントの参加者数（人）     親や教師に次ぐ「第三の

保護者」である地域の大

人として、青少年健全育

成に参画します。 

 
     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ９３７ ９５０ 

      青少年の補導・指導件数

（件）    ②安全対策と非行防止 
学校関係者や地域住民と連携し安

全対策や非行防止に努めます。 

 事業者の役割  
    次世代を担う青少年の自

立支援を図るため、学校

などと連携し、職場体験

や青少年の健全育成の環

境づくりを支えます。 

 実績値(H22) 目標値(H28) 

     ２ ０ 

        

        

 
 

 
 

 
 

     
 

            
 

 

２ 地域環境を活かした育成活動を進める 

次世代を担う青少年を地域ぐるみで育てていく体制を整えます。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 

92 93 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)生涯学習体制の

整備 

  生涯学習振興計画に基づき、
各種団体や地区公民館と連携

を取りながら事業を進めてい

ます。 
 町自主事業について、「文化セ
ンター運営委員会」を設け文

化振興について連携を図って

います。 
 公民館のサークル活動につい
て育成および支援を行ってい

ます。 

  今後も、社会教育関連団体や地
元自治会等団体と連携を取りな

がら生涯学習を推進します。 
 それぞれの活動目的にあった団
体に参画してもらうことでボラ

ンティア意識の推進を図ります。 
 
 
 

 ①生涯学習推進体制の強化 
事業の効果を検証し計画的・効果的

な事業運営と生涯学習の推進に努め、

新たな活動団体の設立や地域ボラン

ティアの養成、情報発信等に積極的に

取り組みます。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

生涯学習などの施設や事業

に「満足」「やや満足」と回

答した人の割合（％） 

    生涯学習活動に積極的に

参加するとともに、活動

を支える担い手同士の輪

を広げます。 

 
     
     
     現況値(H23) 目標値(H28) 

    事業者の役割  ２０.８ ３０.０ 

     地域ぐるみの生涯学習活

動を支援します。 
 
社会教育団体登録数（団体）       

      現況値(H23) 目標値(H28) 

       ９２ １００ 

        

           

            

２)学習施設の整備   公民館および文化センターの
ＡＶ機器等の充実を図り貸出

等を行っています。また、両

図書室は、図書システムを導

入し、蔵書を共有できるよう

になり、相互の貸し借りおよ

び返却が可能となりました。

今後も、時代に沿った情報機

器の整備が必要となっていま

す。 

 みさと天文台は、情報機器を
活用し天文に関する多様な学

習会を開催しました。 

 学校・中央公民館のブロード
バンドを活かした事業の推進

が求められています。 

  公民館等については、時代の変
化とともにＡＶ機器の充実を行

い、利用者のニーズに沿った運

営を行います。 
 みさと天文台については、専門
性を活かした学習機会を提供し

ます。 
 施設予約システムについては、
運用コストと利用頻度を検証し

ながら導入を検討します。 

 ①学習施設の機能充実 
住民のニーズに対応できる機器の

導入や運用コストと利用頻度を検討

しながら施設の機能充実をめざしま

す。 

 住民の役割  生涯学習施設（みさと天文

台を除く）の利用者数（人）     生涯学習活動に積極的に

参加するとともに、活動

を支える担い手同士の輪

を広げます。 

 
     実績値(H22) 目標値(H28) 

     ５６,８４６ ８０,０００ 

     
図書室の利用登録者数（人）      事業者の役割  

   ②学習施設の有効利用 
住民が利用しやすい環境づくりを

推進します。 

 地域ぐるみの生涯学習活

動を支援します。 
 現況値(H23) 目標値(H28) 

     ６９１ １,０００ 

     
図書室の貸出し冊数（冊）        

       実績値(H22) 目標値(H28) 

       １５,８７２ １７,０００ 

       
みさと天文台来館者数（人）        

       実績値(H22) 目標値(H28) 

       １３,４０６ 1８,０００ 

            
  

 

１ まちづくりに還元される社会教育を促進する 

第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振興する 

いつでも、どこでも、だれでもを基本に、多世代が多種多様な学習ができる場づくりを企画運営

していくとともに、指導者の発掘および育成を進め、自主活動を促進します。また、学習成果が自

主活動の促進や地域協働のまちづくりに還元されることをめざします。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 

94 95 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
３)学習活動の推進   社会教育指導員、町民大学運

営委員を配置し、町民大学講

座や各種イベントを実施して

います。 
 高齢者サロングループとふれ
あいルームの子どもたちが高

齢者学級事業において、世代

間交流を行っています。また、

読み聞かせの会において、郷

土の昔話を活用するなど郷土

学習についても開催していま

す。 
 多種多様な生活体系の中、で
きるだけ多くの方が参加しや

すい学習機会を設ける必要が

あります。 

  時代に即したカリキュラムを作
成し、事業を実施していきます。 

 世代間交流事業や郷土について
学ぶ学習を取り入れていくこと

で地域のコミュニティの発展お

よび再生に繋げます。 
 中央公民館と文化センターを生
涯学習の拠点として、事業を展

開します。 

 ①学習プログラムの提供と郷土学習

の推進 
各世代に対応した学習プログラム

の企画やさまざまな学習の場を提供

します。 

 住民の役割  
町民大学講座受講者数（人）     生涯学習活動に積極的に

参加するとともに、活動

を支える担い手同士の輪

を広げます。 

 
     実績値(H22) 目標値(H28) 

     ５５０ ７００ 

     世代間交流事業の参加者数

（人） 
※世代間交流とは、地域サロン

とふれあいルームとの事業をさ

す。 

     事業者の役割  
   ②公民館活動の推進 

中央公民館を拠点とし、活動場所の

提供を行いサークル活動の推進を図

ります。 

 地域ぐるみの生涯学習活

動を支援します。 
 

     
     
      実績値(H22) 目標値(H28) 

       ９４ ２５０ 

   ③町外との交流と連携した企画 
参加型の事業を増やすとともに情

報メディアを活用しての学習機会の

幅広い周知活動を展開します。 

   
公民館利用者数（人）       

      実績値(H22) 目標値(H28) 

      ２８,７６５ ３０,０００ 

        

           

            

            

           

 
  

 
第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 

96 97 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)スポーツ施設の

有効利用 

  総合運動施設として、運動広
場・人工芝グランド・テニス

コート・体育館を有する紀美

野町スポーツ公園を開園しま

した。 
 学校体育施設の地域開放を進
めており、社会体育登録団体

に所属している団体が、空い

ている時間を定期的に利用し

ています。 

  平成２７年に開催される国体に
向けて、スポーツ公園施設の整

備を検討します。 
 上神野運動広場と福井町民運動
場については、今後のあり方を

検討します。 
 利用者の増加等により、予約シ
ステムの導入を検討します。 

 ①スポーツ施設の充実 
地域住民やスポーツ団体と連携し、

気軽にスポーツを楽しむことができ

るようスポーツ公園等の有効活用に

取り組みます。 

 住民の役割  社会体育施設の利用者数 

（人）     施設の健全な維持管理に

協力します。 
 

     実績値(H22) 目標値(H28) 

     ４９,５８４ ６０,０００ 

    事業者の役割  
学校施設開放利用件数（件）      施設の健全な維持管理に

協力します。 
 

   ②施設開放、利用の利便化 
既存の社会体育施設や学校体育施

設の開放を積極的に進め、地域に根ざ

した魅力あるスポーツ活動ができる

環境整備に努めます。 

  実績値(H22) 目標値(H28) 

     １,１５２ １,２００ 

       
      

           

            

            

２)指導者､活動団体

の育成 

  スポーツ少年団やパークゴル
フ協会、ゲートゴルフ協会の

加入者に、指導者講習会や審

判講習会への斡旋や開催を行

っています。 
 体育協会などの取り組みによ
り、人口減少にかかわらず体

育団体は現状維持または増加

傾向にありますが、今後、指

導者の高齢化により、次世代

の指導者育成が課題となりま

す。 

  講習会への参加を呼びかけ、指
導者の確保に努めます。 

 人口の減少が予想されますが、
団体や競技人口が維持できるよ

うにスポーツ推進の周知や新し

いスポーツの取り組み団体の支

援に努めます。今後は、団体が

独自に運営できるスポーツクラ

ブの形を目標に、各団体へスポ

ーツクラブの設立を呼びかけま

す。 

 ①指導者の育成と確保 
各種スポーツ団体との連携により

幅広く指導者を確保し、活動の活性化

と組織強化・拡大に努めます。 

 住民の役割  
社会体育登録団体数（団体）     スポーツの経験と成果を

指導に生かします。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     ４１ ５０ 

     事業者の役割  スポーツ少年団指導者数

（人）    ②活動団体の支援 
体育協会をはじめ各種スポーツ団

体の活動に対し補助金を交付します。 

 スポーツ指導者の活動に

協力します。 
 

     現況値(H23) 目標値(H28) 

     １２ １５ 

        

        

         

            

 
  

 

２ 生涯にわたるスポーツ活動を推進する 

すべての地域の人々が、生涯の各時期にいつでも、気軽にスポーツを楽しむことができる生涯ス

ポーツの推進を図るため、地域住民・各スポーツ団体と連携し、社会体育施設や学校体育施設を有

効に利用しながら、地域のスポーツニーズに対応した支援活動や指導者の育成などを進めます。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 

第１節 学校教育を充実し、次世代を育てる 
第２節 文化・スポーツ活動を通して社会教育を振

興する 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

           
３)スポーツ活動の

推進 

  社会体育登録団体により、各
種イベントを開催するなど子

どもから高齢者までが自発的

に継続してスポーツ活動を行

える環境を整えています。 
 スポーツ活動において顕著な
成績を収めた人を選考し毎年

表彰しています。また、町が

定めたスポーツ大会へ参加す

る団体や個人に対して激励金

を贈り、各種上位大会への出

場を奨励することで、スポー

ツ活動を推進しています。 

  住民が自発的に継続してスポー
ツ活動を行える環境を作るた

め、社会体育登録団体を支援、

育成します。 
 たくさんの住民が参加できるス
ポーツイベント等の開催を検討

します。 
 ホームページ等によりスポーツ
施設を紹介し、合宿地として町

外からの利用を促進するなど、

さらなるスポーツ振興対策に努

めます。 

 ①生涯スポーツの普及 
住民が気軽に継続してスポーツ活

動を楽しむために環境整備や社会体

育登録団体の普及や啓発に努めます。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

スポーツ活動・施設の状況

に「満足」「やや満足」と回

答した人の割合（％） 

    生活の質を高めるため、

日常的にスポーツ・レク

リエーション活動に参加

します。 

 
     
     
      現況値(H23) 目標値(H28) 

   ②スポーツイベントの開催 
国体開催に向け、ホームページ等を

活用したスポーツ施設の紹介や多く

の住民が参加できるイベント開催の

検討に努めます。 

 事業者の役割  ３０.３ ４０.０ 

    地域のスポーツイベント

などに積極的に参加しま

す。 

 町民アンケート調査より、

自分に適した運動をしてい

ると答えた人の割合（％） 

     
     
      現況値(H23) 目標値(H28) 

       ４３.９ ６０.０ 

   ③競技スポーツの振興 
スポーツ活動参加者の意欲を高め

るため表彰や激励金を贈ります。 

   スポーツ教室の参加者数

（人）       
         実績値(H22) 目標値(H28) 

          １０３ ２５０ 

          スポーツイベント参加者数

（人）           
          実績値(H22) 目標値(H28) 

          ２,６７４ ３,０００ 
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施策  
現況と課題 

 
施策の展開方向  

主要事業  
協働の方針  

成果指標 

            
１)地域文化振興体

制の充実 

  文化祭、文化協会展、文化セ
ンター自主事業を開催し、町

民が文化性の高い芸術にふ

れ、交流できる機会を提供し

ています。 
 ふれあいネットにより、各種
サークルの活動や作品を紹介

し、また、各種イベントにつ

いて情報発信しています。 
 各地域や各グループにおける
指導者の育成が必要です。 

  各種グループの高齢化が進み活
動を停止する団体もあることか

ら、今後は指導者の育成に努め

ます。 
 各学校と連携をとり、地域資源
を活かした新しい企画を検討し

ます。 
 町ホームページ等に各種サーク
ルの活動や紹介を掲載し幅広く

アピールします。 

 ①活動団体の育成 
展示会・芸能発表会や町外との交流

会を実施します。 

 住民の役割  文化協会に登録している団

体の会員数（人）     文化・芸術に触れ合うと

ともに、自らも活動の担

い手として、積極的に活

動に参加します。 

 
     現況値(H23) 目標値(H28) 

      ３０９ ４００ 

   ②文化事業の推進 
文化・芸術に触れ、体験できる場を

提供します。 

  町民アンケート調査より、

文化・芸術・歴史などの施

設や事業に「満足」「やや満

足」と回答した人の割合

（％） 

    事業者の役割  
    町民の文化活動や学習活

動を支援します。 
 

      
   ③文化・芸術活動の充実 

町民の積極的な参画による文化事

業の運営をめざします。 

  
      現況値(H23) 目標値(H28) 

１９.５ ３０.０ 

          
郷土芸能公開回数（回）           

          現況値(H23) 目標値(H28) 

          ２ ３ 

          
文化センター利用者数（人）           

          実績値(H22) 目標値(H28) 

          23,857 30,000 

           

           

２)歴史文化遺産の

保全、継承 

  有形文化財や無形文化財の指
定を通じて文化財の保護や伝

統文化の継承を図っています。 
 今後は、文化財等の資料整備
と情報提供を図っていく必要

があります。 

  地域文化の振興と継承を、地域
住民と一緒になって活発化する

とともに、本町固有の歴史文化

遺産の保全・継承を進めます。 
 町内における歴史文化遺産の学
習機会を創り出します。 

 ①文化財調査・保護活動の促進 
新たな文化財の発掘と既存文化財

を後世に継承するための啓発活動を

積極的に推進します。 

 住民の役割  町民アンケート調査より、

紀美野町の歴史文化を身近

に感じていると回答した人

の割合（％） 

    町の歴史・文化に誇りを

持ち、次世代に継承しま

す。また、学習の機会に

は積極的に参加します。 

 
     
     
      現況値(H23) 目標値(H28) 

   ②文化財等の資料整備と情報提供 
文化財や学術推薦樹等の看板の設

置をします。 

 事業者の役割  ３３.２ ８０.０ 

       歴史・文化の継承を支援

します。 
 町内にある有形・無形文化

財の指定件数（件）         
         現況値(H23) 目標値(H28) 

          ３ ５ 

 

 

３ 地域文化活動を促進する 

地域文化の振興体制を充実し、活動を活発化するとともに、本町固有の歴史文化遺産の保全・継

承を進めます。また、文化活動を通じた幅広い交流活動を展開します。 

第１章 みんなでつくるまちづくり（協働と交流） 
第２章 住みやすいまちづくり（快適な暮らし） 
第３章 安全・安心なまちづくり（安全・安心な暮らし） 
第４章 福祉の充実したまちづくり（心豊かな暮らし） 
第５章 豊かな教育をめざすまちづくり（生涯学習） 

第６章 活気のあるまちづくり（活力ある産業） 
第７章 行財政改革をめざすまちづくり（自治体運営） 
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